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修繕業務共通仕様書 

日本下水道事業団 東海総合事務所 磐田分室
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修繕業務共通仕様書 

１ 総則 

１－１ 適用範囲 

   本仕様書は、日本下水道事業団が発注する、磐南浄化センターにおける電気・機械・計装

等の設備（これに類するものを含む）の修繕業務に関する一般事項を示すもので、現場説明

（行った場合）や契約書と重複する条項は適用しない。 

１－２ 疑義 

   受注者は仕様書及び図面その他に関する疑義の点は予め契約前に明確にしておくものと

し、契約後疑義を生じた場合は、発注者の指示に従わなければならない。 

１－３ 修繕業務の範囲 

  （１）修繕業務の範囲は原則として設計書、図面並びに特記仕様書による。 

  （２）修繕業務中、範囲外で発見された軽微な故障の修繕は、受注者の負担で行うものとす

る。 

  （３）修繕業務中、範囲外で発見された技術上もしくは維持管理上同時期修繕が必要な故障

は、発注者と受注者とで協議するものとする。 

１－４ 主任技術者 

   主任技術者は、十分な経験及び技術を有する者でなければならない。また、受注者は現場

着手前に主任技術者の経歴書を提出の上、発注者の承諾を得なければならない。但し、発注

者が必要ないと認めた場合はこの限りではない。 

１－５ 損害補償 

   修繕業務は誠意をもって慎重に行うものとし、万一構造物または機器に損傷等を与えた場

合は速やかに発注者に連絡して指示を受けるとともに受注者の責任において復旧するもの

とする。 

１－６ 諸法令の遵守 

   受注者は業務に関する諸法令を遵守し、業務の円滑な進捗を図るとともに、諸法令の適用

運用は、受注者の責任と費用負担において行わなければならない。 

１－７ 下請業者の届出 

      受注者が修繕業務の一部について下請負に出す場合は、事前に下請負の届出書を発注者に

提出しなければならない。但し、発注者が必要ないと認めた場合はこの限りではない。 

１－８ 作業員 

    （１）受注者は修繕業務に当たり十分な技術、経験を有する作業員を派遣しなければならな

い。 

    （２）受注者が派遣した作業員が著しく不適当と認められた場合、発注者は受注者に対して

作業員の交代を求めることができる。 
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１－９ 後片付け 

    （１）使用工具の置き忘れ、ビス・ナットの脱落、残材の未処理等は、機器の二次的な事故

の原因になるので最終確認を十分行うこと。 

    （２）修繕箇所の清掃、後片付けを十分に行う。 

１－10 書類の提出及び報告 

    （１）受注者は、修繕業務終了後、修繕報告書を発注者に提出し、承認を得ること。 

    （２）提出部数 

          修繕報告書  ２部 

１－11 手直し 

      修繕業務終了後に業務内容の脱落があった場合、又は指摘された場合は速やかに責任をも

って手直しをしなければならない。 

１－12 現場発生物 

      現場発生物の処理は全て監督員の指示に従わなければならない。 

１－13 その他 

    業務の際に発生した不要品は、産業廃棄物処理に関する法律に基づき、適切に処分し、必要

に応じて、以下の書類を提出する事。 

   （１）産業廃棄物処分業許可証の写し 

   （２）産業廃棄物収集運搬業許可証の写し 

   （３）運搬経路図 

   （４）産業廃棄物処分計画書 

   （５）マニフェストについては、完成検査時に持参して検査員の確認を得ること。 
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２ 業務 

２－１ 業務計画書 

      下記により業務計画書を提出するものとする。この場合、次の事項について記載するもの

とする。 

    （１）業務概要 

    （２）実施工程表 

    （３）現場組織（資格者一覧、緊急連絡体制含む） 

    （４）仮設計画 

    （５）交換部品仕様対比表一覧 

（６）再生資源の利用の促進 

２－２ 就業日時 

    （１）原則として平日は８時３０分から１７時 

土曜日、日曜日、祭日は休業日 

    （２）停電作業又は就業時間の伸縮、夜間作業、土、日曜祭日の作業を行う業務については

原則として１ヶ月前、それ以外の業務については１週間前に協議し作業日程を決定する

こと。 

    （３）上記の作業日程については、設備の運転状況により変更することがあるので、作業日

の前日に確認すること。 

２－３ 写真 

      修繕業務の写真は下記の点に留意し、内容が把握できるように撮ること。 

（１）写真には必ず下記事項を記入した説明板をいれること。 

       １ 業務名 

       ２ 業務内容 

       ３ 受注者名 

４ 撮影年月日 

    例  

令和○○年度 

磐南浄化センター 

○○設備修繕 

（○○○○） 

（株）○○○○ 

令和○年○月○日 
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（２）業務内容は概略次による。 

          １ 現場着手前 

          ２ 基礎 アンカー・ボルトの鉄筋溶接部がわかる写真 

          ３ 分解組立を伴う業務については、その工程がわかる写真 

          ４ 分解組立時において摩耗等異常が認められるものについては、それが判定できる

写真 

          ５ 交換部品がある場合は新・旧部品を併置し、部品名を明示した写真 

          ６ 現場工程がわかる写真 

          ７ 各機器の据え付写真は説明板に仕様を記すこと 

     例  

令和○○年度 

磐南浄化センター 

○○設備修繕 

機器名  ○○○○ 

形 式  ○○○○ 

容 量   ○○○○ 

（株）○○○○ 

令和○年○月○日 

          ８ 塗装については下塗り、中塗り、上塗りが全対象物について判定できるように写

真を撮ること。なおカラー写真とすること 

     例  

令和○○年度 

磐南浄化センター 

○○設備修繕 

塗 装  ○○○○ 

        上塗り 

塗 料   ○○○○ 

（株）○○○○ 

令和○年○月○日 

（３）現場写真は原則として二方向より撮影するものとする。 

（４）現場期間中毎月１回写真を提出すること。 
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２－４ 電子データ 

（１） 電子媒体のラベル面には業務名、完成年月、発注者名、受注者名、ウィルス対策ソフト名

とウィルスチェック年月日を記入すること。 

（２） 電子媒体への書き込みは、追加書き込みのできない方式で書き込むこと。または追加書き

込みができないように閉じる処理を行うこと。 

（３） CD-Rのフォーマット形式はISO9660 level2またはJolietとし、DVD-Rのフォーマット形式

はUDF（UDF Bridge）とする。 

（４） 写真はjpeg、文書はpdf・xdw、図面はjwwのファイル形式で書き込むこと。文書作成元と

なったワード・エクセル等ファイルも合わせて書き込むこと。但し、事前に監督員と協議

を行うことで、図面をpdf・xdwファイルに変更することができる。 

               ラベル 表記例 

業務名：令和○○年度 磐南浄化センター 

    ○○設備修繕 

完成年月：令和○○年○○月 

業務名：令和○○年度 磐南浄化センター 

    ○○設備修繕 

完成年月：令和○○年○○月 

発注者：日本下水道事業団 

受注者：(株)○○○○ 

ウィルス対策ソフト： 

ウィルスチェック年月日：令和○年○月○日 
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令和元年度 磐南浄化センター水処理棟汚泥引抜弁修繕業務 

特 記 仕 様 書 

１ 適用 

この特記仕様書は、磐南浄化センター水処理棟汚泥引抜弁修繕業務に適用する。 

２ 目的 

本修繕は、水処理棟の沈殿汚泥引抜弁、余剰汚泥引抜弁、返送汚泥引抜弁の修繕を

行い機能を維持することを目的とする。 

３ 提出書類 

提出書類は下記のとおりとする。 

契約締結後、修繕共通仕様書で規定する書類を提出すること。 

作業日報には作業内容等を記載すること。 

完成期限までに、下記の完成図書等を作成の上、提出すること。 

№ 図書名 規格 数量 内容・備考 

1 修繕業務報告書 A4 判縦 

ﾌｧｲﾙ製本 

1 修繕報告、修繕履歴・計画表

作業日報など。写真 1部 

修繕報告概要版（５枚以内）

１部提出すること。 

2 機器取扱説明書 A4 判縦 1 主要機器・部品等動作説明書 

3 検査試験成績表 A4 判縦 1 必要に応じて 

4 業務計画書 A4 判縦 1 作業計画等 

5 機器台帳入力データ ｴｸｾﾙﾃﾞｰﾀ 1 機器台帳入力用のファイルを

作成すること。詳細は監督員

からの指示による。 

6 電子データ CD-R 1 報告書（CAD データ、文書、写

真等）を CD-R１枚にまとめる

こと。 

7 その他 A4 判  官公庁手続書、届出書類（必

要に応じて） 

監督員が必要と認めたもの 

（修繕作業手順書、作業日誌、

KY 日誌など） 

※№1～3､6 は、監督員の了承を得て一括製本とすることができる。ただし、枚数

が多い場合、その後の取り扱い易さを考慮し、分冊とすることが望ましい。なお、

完成図書等の背表紙には業務名、受注者、完成年月等を記載すること。 
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４ 対象設備 

   汚泥引抜弁：5台 

形式：φ200 電動式エキセントリックバルブ EC-20ES（栗本鐵工所） 

減速機部：KR-1-E 

電源：AC400V×60Hz×3φ、0.4kW×4P 

※汚泥引抜弁の前・後には仕切弁あり 

① 沈殿汚泥引抜弁 （No1-3）1 台 最初沈殿池地下管廊  

② 返送汚泥引抜弁 （No1-1、1-3、1-4）3 台 最終沈殿池地下管廊 

③ 余剰汚泥引抜弁 （No1-3）1 台 最終沈殿池地下管廊 

５ 作業内容 

 部品交換、グリス補充、補修塗装、試運転調整等を行う。 

 （交換部品等については別紙参照） 

６ 交換部品等の仕様 

 すべての交換部品は、既設機器を改造することなく使用可能であること。 

以下の部品については、次のとおりとする。 

(1)汚泥引抜弁 弁体/弁棒 

材質は FCD450-10 とし、弁棒の軸シール部は、SUS304L 鋳ぐるみ以上の耐久性

があるものとすること。 

(2)Ｏリング、Ｖパッキン 

既設の材質(NBR)以上の耐久性があるものを、使用箇所・用途により選定するこ

と。 

(3)汚泥引抜弁補修塗装 

４種ケレン、１回塗り程度以上とし、部品交換で取り外す必要のないもの（弁

箱等）を取り外すことなく塗装できる範囲内とする。塗装の劣化が激しい部分は、

可能な限りにおいて適当な下地処理を加え、塗り重ね回数を増やすこととする。

また、内面については、養生期間が確保できない等の理由で、塗装が不適当な場

合はこの限りではない。 

塗装色および塗料は、既設と同等を基本とする。 

７ その他 

(1) 設計図書において明記なき場合には、下記の図書による。また、下記の図書に明

記なき場合及び上記事項により難い場合には、監督員と協議の上、業務を履行しなけ

ればならない。 
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① 機械設備標準仕様書（日本下水道事業団編著） 

② 機械設備工事一般仕様書（日本下水道事業団編著） 

③ 機械設備工事必携（施工編）（日本下水道事業団編著） 

(2) 作業に当たっては監督員と十分に打合せを行ない、作業日時は監督員の指示に

従うこと。 

(3) 業務中は養生等を行い、他の機器を傷つけないように注意すること。 

(4) 酸素及び硫化水素濃度の測定、十分な換気の実施、作業者への教育等、安全対

策を徹底すること。また労働安全衛生法等を遵守し、監督員の指示に従い安全に

作業を行うこと。 

(5)点検計画及び、修繕と消耗部品の交換計画を一覧表にまとめ提出すること。（エ

クセルワークシートデータも提出すること) 

(6) 業務に必要な汚水・汚泥・し渣・脱水ケーキ等の排出、移送、洗浄、復旧作業

を行うこと。 

(7) 洗浄等に必要な場合は、場内の二次処理水を支給する。 

(8) 業務により発生した汚水・汚泥・し渣・脱水ケーキ等の処分が必要な場合は発

注者が行うので、監督員の指示する箇所に移動すること。 

(9) 交換部品の塗装色は、F37-60D(7.5GY6/2)とし、部分的な補修塗装の場合は、既

設と同色とすること。ただし、耐熱部は除く。 

(10) 本年度および次年度点検にて要する交換用部品等を一覧表にまとめ、その箇所

を朱書きで示した図面を添付して提出すること。（ CAD データも） 

(11) 業務に伴い発生する廃棄物等の運搬及び処分を適正に行うこと。この費用は、

共通仮設費内の準備費として積上げ計上する。 

(12) その他 

特に明記なき場合でも、必要に応じ以下の作業を行う。（共通仕様書 1-3） 

① 取付け不良、作動不良、ずれ等がある場合の調整 

② ボルト、ねじ等で緩みがある場合の増締め 

③ 次に示す消耗部品の交換または補充（劣化しているもの） 

ⅰ 潤滑油、グリス、充填油等（油脂類は発注者が支給する） 

ⅱ ランプ類、ヒューズ類（高価なものは除く） 

ⅲ パッキン、ガスケット、Ｏリング類（高価なものは除く） 

④ 接触部分、回転部分等への注油 

⑤ 軽微な損傷がある部分の補修 

⑥ 塗装（タッチペイント） 

⑦ その他これらに類する軽微な作業 



別紙

令和元年度　磐南浄化センター　水処理棟汚泥引抜弁修繕業務　交換部品等一覧表

仕様 単位 数量 備考

汚泥引抜弁

弁(EC-20ES)部品

(1) 弁体/弁棒
弁座付、FCD45-10/SUS304L鋳ぐるみ CR
ライニング 式 5

(2) フタ FCD45 個 5

(3) 上下ブシュ #40、#56、オイルレス 式 5

(4) 上下スラストリング #40、#56、CAC406(BC6) 式 5

(5) Ｏリング NBR 式 5

(6) ライナー #56、SUS403 個 5

(7) Ｖパッキン #56、NBR 組 5

(8) Vパッキン押工 SUS403 個 5

名称

交換部品一覧表　1



送風機棟

ポンプ棟 沈砂池棟

（将来）（将来）

調　整　池

独立管廊

脱臭設備

汚泥処理棟

リプレース管理棟
汚泥焼却

１号焼却炉

焼却炉

２号

車庫

物置

管理棟

流入渠

Ｎ

旧　　僧川へ方イ

場　内　配　置　図 S=1/2500

資材倉庫

最初沈殿池 最終沈殿池

水処理電気室棟

用水棟

汚泥濃縮棟

図面番号磐田市小中瀬地内

図名

反応タンク

業務名

業務箇所 1

汚泥投入室

場内配置図

　　　　　　　磐南浄化センター

業務場所

令和元年度
水処理棟汚泥引抜弁修繕業務











No1-3 沈殿汚泥引抜弁



No1-1 返送汚泥引抜弁

No1-3 余剰汚泥引抜弁

No1-3 返送汚泥引抜弁No1-4 返送汚泥引抜弁


